
資料１ 

 

 

前回審議会からの変更点について 

ページ 変更前の内容 変更後の内容 備考 

目次  【追加】 

第 1 章 

2.ガイドライン策定の目的 

 

目次 第 4章 

2.受動喫煙に関する普及啓発等 

第 4 章 

2.今後の取り組み 

 

1 本市においても、改正健康増進法の趣旨や東京都の条

例等を踏まえ、この間、受動喫煙に関する周知等を進め

てきたところですが、市民の健康増進を図る観点から、

生活習慣病の発症予防（がん対策）及び受動喫煙防止対

策を推進するための目指すべき姿を示す小金井市受動

喫煙防止対策ガイドライン（以下「ガイドライン」とい

う。）を策定します。 

本市においても、改正健康増進法の趣旨や東京都の条

例等を踏まえ、この間、受動喫煙に関する周知等を進め

てきたところですが、喫煙環境を取り巻く状況が変化し

てきていることなどから、これらの状況を踏まえ、更な

る受動喫煙防止対策を進めていくことが求められてい

ます。 

 

 

2  【追加】 

２．ガイドライン策定の目的 

小金井市受動喫煙防止対策ガイドライン（以下「ガイ

ドライン」という。）では、本市の課題と対策を整理し、

市民の健康増進を図る観点から、生活習慣病の発症予防

（がん対策）及び動喫煙防止対策を推進するための目指

すべき姿を示すとともに、たばこの煙や臭いに困ること

のない快適な環境の整備を推進し、たばこを吸う人も吸

わない人も誰もが快適に過ごせるまちづくりの実現を

目指します。 

 



3 本ガイドラインが目指すものは、たばこが健康に及ぼ

す悪影響から市民の健康を守り、市民一人ひとりが健康

で快適に過ごすことができる環境の整備です。 

以下に示す改正健康増進法の基本的な考え方を踏ま

え、受動喫煙による健康被害を防止するという疾病予防

の観点から、公共施設をはじめ、公共的な空間の受動喫

煙防止対策を推進していきます。 

 

本ガイドラインが目指すものは、たばこが健康に及ぼ

す悪影響から市民の健康を守るとともに、たばこを吸う

人も吸わない人も誰もが快適に過ごすことができる環

境の整備です。 

以下に示す国の改正健康増進法の基本的な考え方を

踏まえつつ、受動喫煙による健康被害を防止するという

疾病予防の観点から、公共施設をはじめ、公共的な空間

の受動喫煙防止対策を推進していきます。 

 

10  【追加】 

⑶ 小金井市まちをきれいにする条例の制定と路上

喫煙禁止地区の指定 

路上喫煙の防止対策については、ＪＲ武蔵小金井

駅、ＪＲ東小金井駅、西武多摩川線新小金井駅を中

心としたエリアで、道路上での喫煙を終日禁止する

「路上禁煙地区」を指定しています。この「路上禁

煙地区」は、平成９年に制定された小金井市まちを

きれいにする条例第１１条第２項において、「何人

も、路上禁煙地区においては、道路上で喫煙しては

ならない。」と定めており、小金井市民に限らず、す

べての人が対象になります。 

 

 

12 敷地内禁煙 原則敷地内全域で喫煙を禁止するが、特定

屋外喫煙場所※を設置 

敷地内禁煙 原則敷地内全域で喫煙を禁止するが、特定

屋外喫煙場所※を設置する 

 

13 改正健康増進法による規制 改正健康増進法などによる規制  

13  【追加】 

表に「東京都受動喫煙防止条例」を追加 

 



13 公共的な場所 公園（市立公園以外の公園）、道路（通学

路含む）、駅前、イベント会場等 

公共的な場所 公園（市立公園以外の公園）、道路（通学

路含む）、駅前等 

 

14 屋外であっても、子どもが多く利用するような公共的

な場所については、受動喫煙を防止するための配慮が必

要です。 

屋外であっても、喫煙を行う場合は周囲の状況に配慮

が求められていますが、多くの方が利用する公共的な場

所については、受動喫煙を防止するための一層の配慮が

必要です。 

 

15 などから十分に離して喫煙場所を設置することが望ま

れます。屋外に喫煙場所を設置するにあたって、上の①

～④などから十分な距離がとれない場合には、必要に応

じて「囲い」や「ついたて」等を設けるなどの工夫が必

要となります。 

などから十分に離して喫煙場所を設置することが必要

です。屋外に喫煙場所を設置するにあたって、上の①～

④などから十分な距離がとれない場合には、「囲い」や

「ついたて」等を設けるなどの工夫が必要となります。 

 

16 ガイドラインが目指す各主体の役割 ガイドラインが目指す市民、事業者、市の役割  

16 他人に受動喫煙を生じさせることがないよう努めるこ

とが大切です。 

他人に受動喫煙を生じさせないよう努めることが大切

です。 

 

17  【追加】 

⑶  喫煙マナーについての普及啓発 

「子どもや妊産婦、有病者のそばでは吸わない」「多

くの人が利用する公共的な場所では吸わない」「歩き

たばこや吸い殻のポイ捨てはしない」等の喫煙マナー

について、市ホームページ等の媒体を活用し、市民に

周知します。 

 

18 喫煙希望者への相談や専門機関の紹介を行うとともに 禁煙希望者への相談や専門機関の紹介を行うとともに  

18 喫煙所を設置する場合は、 特に駅前など多くの人が利用する場所に喫煙所を設置

する場合は、 
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